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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 13時からＡ留守に付くスタッフは、忘れずにバイタルチェック表の記入をお願いします。


· 南病棟緊急連絡表を新しくしています。各自9/26までに持参してください。


· ふれあい秋祭りのお小遣い連絡がまだの患者様がいます。受け持ちスタッフは連絡をお願いします。

· 各提出物（サマリー・二軸評価・ケアプロセス・人事考課・口腔衛生状況評価）は遅延なく提出してください。
サマリーは数名差し戻ししています。確認して提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

内城　由蔵様～心電図の結果、心筋異常の可能性がある為9/17朝から血管拡張剤（コロナモール）処方となっています。以後定期処方です。


峰田　満男様～臨時薬継続処方となっています。常時、状態報告していきましょう。

五十嵐タイ様～悪寒、発汗あるとの事で総合感冒薬（PL顆粒）３日分臨時処方となっています。バイタルサインの測定と風邪症状の観察をしましょう。

＜中間業務報告＞
⇒教育担当

（業務内容）

· 毎月のカンファレンス内で行われる勉強会の企画運営。勉強会の内容は看護・介護とそれぞれ職種別にし、スタッフ（主として各々の担当業務、または所属委員会）に講師を依頼し進めた。

・ ミニテストの実施

（中間業務報告）

· 勉強会実施内容

５月「高齢者における安全管理・認知症の症状別ケア」

６月「肝炎ウイルス・認知症患者の理解」

７月「移乗介助」

８月「認知症高齢者のプログラム・排泄の援助」

　　「認知症ミニテスト」

（下期に向けての行動計画）

· 資料等を参照にする講義内容だけでなく、より実践に応用できるよう実技も取り入れていきたい。

· 勉強会を滞りなく実施できるよう、月毎の担当者には、事前に勉強会担当の連絡をしていくと良いかと思う。

⇒食事・口腔ケア

（業務内容）

・病棟患者様の食事形態の把握

・口腔衛生状況評価表のとりまとめ・ケア検討

・カンファレンス内での勉強会実施

（中間業務報告）

・病棟患者様の食事形態はまとめたが、転出入、入退院、変更などの対応が十分なされていなかった。

・口腔衛生状況評価表は、毎月各受け持ちスタッフへ振り分け評価していただいた。しかし、期限内の提出が周知出来ず、声掛けも十分でなかったため、総合評価やケア方法の検討などが出来なかった。

・カンファレンス内での勉強会は月に２回実施してきた。しかし、参加スタッフが少数であったり、こちらからの一方的な勉強会となってしまった。

（下期に向けての行動計画）

・食事形態を毎月確認し更新、変更を行う。また、栄養士とも連携をとり、どのような食事形態があり、カロリー数やどんな患者様に適しているかなどの情報提供も行っていきたい。

・引き続き、毎月１回口腔衛生状況評価の実施、評価表の活用法の見直し、２ヶ月に１回、総合評価更新、掲示。

・質疑応答方式の勉強会の実施。参加出来なかったスタッフへの対応策の検討・実施

⇒環境整備

（業務内容）

病棟内の環境整備を推進する。

日用品（ダスロール・ボデイソープなど）の発注

病棟内の備品、設備の破損があれば破損・修理依頼伝票を作成する。

（中間業務報告）

· 病棟内（特にＣＤユニット）の換気を積極的に行い、「におい」の改善に努めた。

· 病棟の清掃はチェック表を作成し毎日の実施状況がわかるようにした。

· 棟内の破損は毎月報告し、すみやかに修理できるようにした。

· お盆前に網戸の清掃を実施した。

→ＣＤユニットの「におい」はいくらか改善している。

　Ｂユニットの換気、清掃が行き届いていなかった。
（下期に向けての行動計画）

· ＣＤユニットの換気、清掃の継続

Ｂユニットの換気の徹底とこまめな確認。清掃についての検討（必要なところはどこか？）
⇒排泄

（業務内容）

· 排泄表の作成、毎日の印刷。

· 排泄表の見直し

・　患者様一人一人に合った排泄援助

（中間業務報告）

· 各患者様個々に合わせた統一した排泄援助が出来るように毎日使用する排泄版の裏に、各患者様個々の援助形態を作成し、表記したものを貼りスタッフ全員が統一した援助が出来るようにした。

作成する際は、他スタッフからも意見を聞き、転入してきた患者様がいた場合は、毎日の排泄表と、スタッフからの情報を得て、新しく用紙に表記していくようにした。

今後も引き続いて実施していきたい。
・「排泄表が見にくい」との意見があり、昨年度より考えていた内容も盛り込んだ新しい排泄表の作成をした。その事で、患者様の排泄状況など、スタッフ間で情報交換する機会が増え、異動してきたスタッフへの情報提供もする事が出来た。

　また、ユニット別援助形態にしたことにより、Ｃユニット、Ｄユニット別々の排泄表の作成をした。

　その事により、患者様の排泄状況もよりわかりやすくなったと思われる。

・全期に行った、家族様にオムツ依頼している患者様への連絡表を新しくした事により、家族様への連絡、受け取り体制が円滑になった事だけではなく、スタッフ間で、責任を持って行えるようになった。

· 毎日の排泄表を見たり、スタッフからの情報を得て、毎日の排泄表を見直していった。

今後も引き続いて行っていく。

＜下期に向けての行動計画＞

・患者様個々に合わせた排泄援助を統一し、毎日の排泄表や、患者様個々の援助形態表に反映していく為に、常に毎日の排泄表を見直し、スタッフ間で、情報交換する事を怠らずに行っていく。

· 家族様にオムツ依頼している患者様との連絡などで、家族様とトラブルが無いように、連絡依頼の確認を常に行っていく。

・予備のオムツや、私物庫へ置いている患者様のオムツなど整理し、把握しオムツを業者発注や、家族依頼する際に、トラブルとならないようにしていく。







